
参考資料１



課題１ 日中や夕方のルール順守率向上

交通ルールは２４時間守りましょう！
◆社会実験では、特に交通量の多い朝のラッシュ時に指導強化を
　行っていますが、朝以外の時間帯もルールを守りましょう。

歩道上の
右側逆走

集団での走行
(並進・歩道走行)

平成19年5月16日（午後4時頃）
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日中～夕方における自転車の
ルール順守割合の変化

（9:00-19:00、全区間平均割合）

現地で観察すると、ほとんどの高校
生がルールを守っている一方、一般
(大人)の自転車利用者のルール違反
が多くみられます。

今回の実験でルール順
守率は向上しています
が、朝に比べるとルー
ル違反の自転車が多く
なっています。

自転車の信号無視の防止

車道側の信号を確認しましょう！
◆歩行者・自転車用信号のない小さな交差点では、車道側の信号
　を確認し、赤の時はクルマの停止線で停止しましょう。

課題２

車道側の信号を
確認しよう

指導帯を走行し
クルマの停止線
で信号待ち

歩道には上がらない！

信号無視して歩道
走行すると路地か
ら出てくるクルマ
との事故の危険が
あります

自転車は車道走行を徹底しましょう！
クルマはゆずりあいの心で走りましょう！

◆東山交差点では左折車が多いため、クルマを避けて歩道を走る
　自転車が多くなっていますが、前方にクルマがいても歩道に上
　がらないようにしましょう。
◆一方、クルマは自転車との「ゆずりあい」を心がけ、無理な追
　い越しや幅寄せをせず、安全運転に努めましょう。

自転車横断帯を走行

自転車横断帯がない場合は
そのまま直進

歩道には上がらない！
（歩行者との接触の危険あり）

左折車は自転車・
歩行者に十分注意！

前方にクルマがいて
も歩道に上がらない

課題３ 交差点付近での安全性の向上

▼交差点付近での走行方法

課題４ バス停車時の走行方法の徹底

バス停車時は後ろで一旦停止
しましょう！

◆バスが停留所に停車しているとき、自転車に
  乗ったまま歩道に上がる人が多くみられます
　が、歩道上にはバス乗降客がいるので大変危
　険です。
◆バス停車時は歩道に上がらず、後方で一旦停
　止し、バスが発車するまで待ちましょう。

歩道には上がらない！
（バス乗降客との接触の危険あり）

バスの右側を追い越すのは
非常に危険です！

一時停止して
バスの発車まで待機

▼バス停車時の走行方法

「自転車走行指導帯」社会実験　―９月まで継続！―「自転車走行指導帯」社会実験　―９月まで継続！―
～より安全で快適な道路空間づくりを目指して～

■アンケートでは好評価を得ている一方、新たな課題が明確に！
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▼事後アンケートでは、 みんなが安全･安心な道路空間の創出に
　　「効果的」 と評価する回答が過半数を占める

（対象区間を通行する 1,107 名を対象に集計）

歩道の安全性に対する評価が向上！

安全性に対する評価が向上！

事前
「安全」16％

交通安全意識が向上！

事後
「安全」70％

事前
「安全」21％

事後
「安全」36％

走行性に対する評価が向上！

事前
「走りやすい」18％

事後
「走りやすい」42％

「交通ルールを守る意識が
強くなった」との回答が約
３割を占める（事後）

安全・安心な道路空間づくりのさらなる発展に向けて

※対象区間を徒歩で通る人 ( 事前 :577 名 , 事後 :213 名 ) を対象に集計 ※対象区間をクルマで通る人 ( 事後 :356 名 ) を対象に集計

※対象区間を自転車で通る人 ( 事前 :1013 名 , 事後 :548 名 ) を対象に集計

★アンケート結果の詳細は、ホームページをご覧ください

STOP!

※やむを得ず歩道に上がる場合
　は、自転車から降りて通行し
　ましょう。

※やむを得ず歩道に上がる場合は、自転車から降りて通行しましょう。 ※やむを得ず歩道に上がる場合は、自転車から降りて通行しましょう。

注意 注意
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